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1.  平成21年6月期第3四半期の業績（平成20年7月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第3四半期 5,543 ― 53 ― 100 ― 43 ―
20年6月期第3四半期 6,304 △4.9 68 △48.8 163 △11.3 92 △11.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年6月期第3四半期 10.65 ―
20年6月期第3四半期 22.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第3四半期 8,309 7,364 88.6 1,845.87
20年6月期 8,471 7,486 88.4 1,823.71

（参考） 自己資本   21年6月期第3四半期  7,364百万円 20年6月期  7,486百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
21年6月期 ― 10.00 ―
21年6月期 

（予想）
10.00 20.00

3.  平成21年6月期の業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 △7.7 0 ― 60 △54.9 10 △52.4 2.48
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第3四半期 4,105,000株 20年6月期  4,105,000株
② 期末自己株式数 21年6月期第3四半期  115,040株 20年6月期  40株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年6月期第3四半期 4,048,299株 20年6月期第3四半期 4,105,000株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

 当事業年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「１．経営成績に関する定性的情報」におけ

る前年同期比較分析には、前年同期の参考値を用いています。 

 

１．経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間（2008 年７月１日～2009 年３月 31 日）におけるわが国経済は、2008 年９月

にその実相が顕在化した、世界的な金融危機に伴う経済環境の急激な変化が実体経済にも波及するに

至り、設備投資の減少、雇用情勢の悪化、消費の低迷などが急速に同時進行する極めて厳しい状況の

下で推移致しました。当社関連の住宅市場におきましては、金融危機に伴う信用収縮から、マンショ

ン及び不動産流動化事業に関連する上場企業の大型倒産が頻発するとともに、これら破綻があまねく

不動産業、建設業にも波及し、第３四半期に入って以降は、過去に経験したことのない未曾有の市場

縮小に見舞われるという厳しい事業環境に直面するに至りました。このような状況の下、当社は原材

料価格の著しい変動に応じて市場価格の適正化に努めるとともに、販売費及び一般管理費の圧縮等、

調整かつ管理可能な諸施策を講じつつ、積極的な投資を旨として新たな商品展開及び販路拡大に懸命

の努力を重ねてまいりましたところ、その結果として当第３四半期累計期間の業績は売上高 5,543 百

万円（前年同期比 12.1％減）、営業利益 53 百万円（前年同期比 21.8％減）、経常利益 100 百万円（前

年同期比 38.6％減）、四半期純利益 43 百万円（前年同期比 53.4％減）となりました。 

 

２．財政状態に関する定性的情報 
(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期末の資産総額は 8,309 百万円となり、前事業年度末に比べ 161 百万円減少となりまし

た。主な内容は、売上債権（受取手形・売掛金）が 146 百万円減少したこと等によるものです。 

負債につきましては 944 百万円となり、前事業年度末に比べ 40 百万円減少となりました。 

主な内容は、買掛金が 11 百万円減少したこと等によるものです。 

純資産につきましては 7,364 百万円となり、前事業年度末に比べ 121 百万円減少となりました。 

主な内容は、自己株式取得で 64 百万円減少したこと等によるものです。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比

べ 93 百万円減少し、当第３四半期末では 1,774 百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 305 百万円となりました。 

主な資金増加要因は、税引前四半期純利益 85 百万円、資金流出ではない減価償却費 145 百万円、

売上債権の減少額 143 百万円等によるものです。また主な資金減少要因は、未払消費税等の減少額

43 百万円、法人税等の支払額 35 百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 257 百万円となりました。 

これは商品開発等の金型取得で有形固定資産の取得による支出 61 百万円等によるものです。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 141 百万円となりました。 

これは自己株式取得による支出 64 百万円、配当金の支払額 77 百万円によるものです。 
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３．業績予想に関する定性的情報 
今後の見通しにつきましては、100 年に一度とも云われる世界的な景気後退の下、諸々の経済対策

は講じられつつあるものの必ずしも即効性は見込めず、先行きの経済情勢に急速な回復は望めない中、

当社関連の住宅市場におきましても引き続き新設住宅着工戸数の低迷が予想され、早期の好転は期待

できないものと思われます。このような状況の下、当社と致しましては、厳しい市場環境に即応し得

る営業体制の基盤をより強化するとともに、併せて第４四半期（平成 21 年４月１日～平成 21 年６月

30 日）冒頭の本年４月には「春の新作発表会」を開催しており、これを軸として新たな商品展開と販

路開拓を図りつつ、新規事業と既存事業との更なる相乗効果の実現を目論んでまいりたいと思います。

なお通期（平成 20 年７月１日～平成 21 年６月 30 日）業績見通しにつきましては、現時点に於いて

平成 21 年１月 29 日公表の「平成 21 年６月期 通期個別業績予想数値の修正」に変更はございません。

 

４．その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

・ 固定資産の減価償却の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間配分して算定

する方法によっております。 

・ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

当第３四半期会計期間末の繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度において

使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに、経営環境等に由来する一時差異等の発生

状況の変化による影響を加味したものを利用する方法によっております。 

 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準の適用等 

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、

「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産につきましては、従来、移動平均法による原価法によっておりましたが、当第１四半期

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 18 年７月５日 企

業会計基準第９号）を適用し、評価基準を移動平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）に変更しております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 
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５.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,774,765 1,867,954

受取手形及び売掛金 1,913,332 2,059,685

有価証券 199,560 199,795

商品 566,835 546,119

その他 60,426 74,406

貸倒引当金 △6,519 △3,715

流動資産合計 4,508,399 4,744,245

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,230,739 1,281,929

工具、器具及び備品（純額） 187,689 197,491

土地 1,027,767 1,027,767

その他（純額） 1,529 1,685

有形固定資産合計 2,447,726 2,508,874

無形固定資産 56,573 70,628

投資その他の資産   

投資有価証券 1,063,272 917,572

その他 243,302 236,492

貸倒引当金 △9,493 △6,709

投資その他の資産合計 1,297,081 1,147,355

固定資産合計 3,801,381 3,726,858

資産合計 8,309,780 8,471,104

負債の部   

流動負債   

買掛金 416,735 428,097

未払法人税等 7,324 16,636

製品補償引当金 40,803 41,000

その他 137,788 158,556

流動負債合計 602,652 644,290

固定負債   

退職給付引当金 173,379 178,711

役員退職慰労引当金 167,783 160,845

その他 1,000 1,000

固定負債合計 342,162 340,557

負債合計 944,815 984,847
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,745 300,745

資本剰余金 273,245 273,245

利益剰余金 6,896,218 6,934,051

自己株式 △64,425 △25

株主資本合計 7,405,782 7,508,015

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △40,816 △21,759

評価・換算差額等合計 △40,816 △21,759

純資産合計 7,364,965 7,486,256

負債純資産合計 8,309,780 8,471,104
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(2)【四半期損益計算書】 
 【第３四半期累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年７月１日 
  至 平成21年３月31日) 

売上高 5,543,279

売上原価 4,118,785

売上総利益 1,424,493

販売費及び一般管理費 1,370,957

営業利益 53,535

営業外収益  

受取利息 18,969

受取配当金 571

仕入割引 20,829

その他 6,605

営業外収益合計 46,976

営業外費用  

雑損失 226

営業外費用合計 226

経常利益 100,285

特別利益 －

特別損失  

固定資産除却損 1,896

投資有価証券評価損 12,664

特別損失合計 14,560

税引前四半期純利益 85,725

法人税、住民税及び事業税 27,176

法人税等調整額 15,432

法人税等合計 42,609

四半期純利益 43,115
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 
(単位：千円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年７月１日 
  至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 85,725

減価償却費 145,739

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,588

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,332

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,938

製品補償引当金の増減額（△は減少） △196

受取利息及び受取配当金 △19,541

投資有価証券評価損益（△は益） 12,664

固定資産除却損 1,896

売上債権の増減額（△は増加） 143,594

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,716

仕入債務の増減額（△は減少） △5,700

その他 14,626

未払消費税等の増減額（△は減少） △43,335

小計 321,952

利息及び配当金の受取額 18,399

法人税等の支払額 △35,061

営業活動によるキャッシュ・フロー 305,289

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △61,508

無形固定資産の取得による支出 △4,484

投資有価証券の取得による支出 △289,099

子会社への出資による支出 △5,000

貸付金の回収による収入 3,030

投資活動によるキャッシュ・フロー △257,062

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △64,400

配当金の支払額 △77,016

財務活動によるキャッシュ・フロー △141,416

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △93,189

現金及び現金同等物の期首残高 1,867,954

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,774,765
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半

期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

 
(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 
 
「参考資料」 
 前年同四半期に係る財務諸表 
（要約）四半期損益計算書 

前第３四半期累計期間 
（自 平成19年７月１日 

  至 平成20年３月31日）科  目 

金額（千円） 

   

Ⅰ 売上高 6,304,730 

Ⅱ 売上原価 4,732,015 

 売上総利益 1,572,714 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,504,235 

 営業利益 68,478 

Ⅳ 営業外収益 94,826 

Ⅴ 営業外費用 － 

 経常利益 163,304 

Ⅵ 特別利益 － 

Ⅶ 特別損失 5,267 

 税引前四半期純利益 158,037 

 税金費用 65,513 

 四半期純利益 92,523 
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